
名古屋大学大学院医学系研究科 

地 域 医 療 教 育 学 講 座 

年  報 

 

 

 

令和元年度 

 

  

 



 



名古屋大学大学院医学系研究科 

地 域 医 療 教 育 学 講 座 

年 報 

令和元年度 



 



目  次 

１．はじめに 

ご挨拶 名古屋大学大学院医学系研究科         老年内科 教授  葛谷 雅文 ........... ３

ご挨拶 名古屋大学大学院医学系研究科 地域医療教育学寄附講座 講師 岡崎 研太郎 ......... ３ 

 

２．スタッフ紹介 

岡崎 研太郎（講師） ...................................................... ７ 

末松 三奈（講師） ........................................................ ７ 

高橋 徳幸（助教） ........................................................ ７ 

松田 敦子（講座秘書） .................................................... ７ 

 

３．地域枠学生関連 

1．地域枠学生特別カリキュラム ........................................... １１

1-1．オリエンテーション（入学時） ..................................... １１ 

1-2．地域医療セミナー（全学年） ....................................... １２ 

1-3．基礎医学セミナー（3 年生後期） ................................... １５ 

基礎医学セミナー発表会 １７ 

1-4．国内外の学会発表（主に4 年生） ................................... ２１ 

1-5．臨床実習Ⅱ 地域病院実習（6 年生） ............................... ２３ 

 

４．活動報告 

活動概要 ................................................................ ２７ 

1．主な活動 ............................................................. ２８ 

1-1．糖尿病教室IPE .................................................... ３０ 

1-2．木曽川メディカルカンファレンス（KMC） ............................ ３３ 

1-3．学びの社・学術コース ............................................. ３５ 

1-4．中津川プロジェクト ............................................... ３５ 

2．学会活動 ............................................................. ３６ 

3．論文 ................................................................. ４４ 

4．第一回名古屋大学大学院医学系研究科 地域医療教育学講座同窓会・懇親会 ................ ７２ 

 

５．業績記録 

論文・発表等 業績一覧 .................................................. ８７ 

 



 



1. はじめに

 



 



はじめに 3 

 

ご 挨 拶 

 

名古屋大学大学院医学系研究科 老年内科 教授 葛谷 雅文 

 

 本学医学系研究科に地域医療教育学寄附講座が開設されて 11 年目となりました。

一期生はすでに卒業後 5 年目となり医師としてそれぞれの病院で活躍しております。

また本年度も諸先輩同様に、優秀かつ地域医療に対する情熱を持った、医療者とし将

来を嘱望される資質豊かな新入生を迎えました。我々教員の責任の重さを益々自覚し

ているこの頃であります。卒前教育にあたる我々の責務は、彼らに幅広い基本的臨床

能力と他者への共感豊かなコミュニケーション能力、および利他的な行動原理（医の

プロフェッショナリズム）といった、医師としてのコア能力をきちんと修得してもら

うことにあります。我々関係者の願いとしては、それにとどまらずに、彼らのその後

（義務年限終了後）のキャリアパスをより豊かなものにして、生涯にわたって愛知県

を愛し、その地域医療を担ってもらうことにあります。 

 今後とも引き続き、皆様方の温かい励ましとご鞭撻をお願い申し上げまして、ご挨

拶とさせていただきます。 

 

名古屋大学大学院医学系研究科 地域医療教育学寄附講座 講師 岡崎 研太郎 

 

 日頃より名古屋大学医学系研究科地域医療教育学寄附講座にご指導、ご鞭撻をいた

だき、誠にありがとうございます。学内外の関係者のご支援に対して、その成果をご

報告する意味を込めまして、2019 年度の年報を作成いたしました。 

 私は着任後、2009 年度の講座開設以来、構築され継続されてきた各種の事業、研究、

教育活動等を引き継ぎ、多大な責任とやりがいを感じながら過ごしてまいりました。

今後はさらに各種の事業の充実をはかり、未来に向かって継続していけるよう尽力す

る所存です。今後ともご支援の程よろしくお願いいたします。 

 



 



2. スタッフ紹介

 



 



スタッフ紹介 7 

 

講師 岡崎 研太郎 

（平成 29 年 3 月 1 日～） 

 

岡山県岡山市出身。平成 5年京都大学医学部卒業。天理よろづ相

談所病院で研修。平成 12 年からミシガン大学医学部医学教育部

クリニカルフェロー、同大学公衆衛生大学院を修了。その後、佐賀大学医学部附

属病院総合診療部、京都医療センター臨床研究センターを経て、平成 25 年 3 月

から本学地域総合ヘルスケアシステム開発寄附講座の講師となり、平成 29 年 2

月に任期満了。平成 29 年 3 月、当講座講師に着任。 

 

 

 

講師 末松 三奈 

（平成 25 年 12 月 1 日～） 

 

愛知県名古屋市出身。平成 13 年三重大学医学部卒業。同大学医学 

部附属病院で研修、第三内科入局。平成 19 年三重大学医学系研究 

科博士課程を修了し、医学博士を取得。平成 21 年に Oxford English Centre 終了。

内科認定医、日本糖尿病学会専門医、日本医師会認定産業医。聖隷浜松病院総合 

診療内科の臨床経験・指導経験を生かし当講座に着任。 

 

 

 

 

助教 高橋 徳幸 

（平成 29 年 4 月 1 日～） 

 

岡山県岡山市出身。平成 17 年岡山大学医学部卒業。名古屋大学 

医学部附属病院で初期研修、その後複数の病院で後期研修を行う。 

平成 23 年名古屋大学大学院医学系研究科へ進学、平成27年に満期退学。博士（医学） 

平成 27 年 4 月から平成 29 年 3 月まで名古屋大学医学部附属病院卒後臨床研修・ 

キャリア形成支援センター助教を経て当講座に着任。 

 

 

講座秘書 松田 敦子（平成 29 年 4 月 1 日～） 



 



3. 地域枠学生関連
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1．地域枠学生特別カリキュラム 

基本的には前期入学生と同様のカリキュラムとなりますが、名古屋大学の地域枠

学生には、大都市から人口過疎地や離島まで様々な生活様態を抱える愛知県の全住

民が安心して暮らすために、必要なヘルスケアを提供できる医師を目指すための特

別カリキュラムがあります。さらに愛知県での学びや医師経験を活かして、将来に

おいて全国どの地域社会・医療機関であっても、状況が求めるヘルスケアを提供で

きるようになることを目指すための、特別カリキュラムが用意されています。 

 

1-1．オリエンテーション（入学時） 
令和元年度も新入学の地域枠学生対象に入学式後は当講座独自のオリエンテーシ

ョンを実施しました。愛知県からは愛知県医師確保修学資金の説明、そして当講座

からは地域枠学生カリキュラムの説明を行いました。オリエンテーション終了後

は、講座教員や先輩学生との初交流となる茶話会を行いました。下記が当日のスケ

ジュールです。 

 

（1） 歓迎の挨拶 

（2） 教員・スタッフ紹介 

（3） 新入生自己紹介 

 

＜令和元年度入学生＞ 

鈴木 紘平（すずき こうへい） 

谷口 拓未（たにぐち たくみ） 

宮田 大樹（みやた だいき） 

吉岡 曉子（よしおか あきらこ） 

和田 遊太（わだ ゆうた） 

 

（4） 地域枠学生ガイダンス 

（5） 愛知県医師確保修学資金説明 

（6） 質疑応答 

（7） 在校生紹介及び茶話会 
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1-2．地域医療セミナー（全学年） 

地域医療を充実させるためには、医師を増やすことに加え、医療のやり方を変え

ていく必要があります。地域住民のニーズに応える形で新たな地域医療を作りだし

ていかなければなりません。そんなミッションを持っているのが、この講座に所属

する地域枠の学生たちです。将来に向かって、彼らに様々な興味を持ってもらうた

めに、地域医療にとどまらない、幅広い分野の講師陣を招いて、年に5回のセミナー

を実施しています。1 ～4 年生が参加必須です。 

令和元年度も様々なセミナーを実施しました。第1回は「上級生企画セミナー」と

して4年生が企画・実施しました。第2回は「病院見学のためのワークショップ」

（＊1）、第3回は「病院見学報告会」（＊2）を実施しました。第2回と第3回の地域

医療セミナーについては、詳細を紹介します。 

令和元年度地域医療セミナー 

回 開催日 内容 

1 5 月 13 日 上級生企画セミナー（新入生歓迎会） 

2 6 月 24 日 病院見学のためのワークショップ 

3 9 月 30 日 病院見学報告会 

4 11 月 11 日 

講演：相手に寄り添うリスニングスキル 

（独立行政法人国立病院機構 京都医療センター 

 臨床研究センター 予防医学研究室   山内惠子 先生） 

5 1 月 27 日 
講演：アートとしての地域医療 

(美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科  安井浩樹 先生） 
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＊1 第2回地域医療セミナー「病院見学ワークショップ」 

 

毎年、第2回の地域医療セミナーは、夏の病院見学に向けて地域枠学生としてのミ

ッションや病院見学の目的を改めて確認するとともに、ワークショップ形式で事前

学習を行っています。 

令和元年度は夏の病院見学に参加するグループごとに「病院見学でお世話になる

病院のイメージ」をテーマにKJ法を用いてまとめて発表しました。グループごとに

異なった特徴が出ていたようです。この第2回地域医療セミナーで夏の病院見学の準

備が完了しました。 

 

 

   

 

ワークショップの様子 
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＊2 第 3 回地域医療セミナー「病院見学報告会」 

平成23年度より地域枠学生を対象に実施している病院見学ですが、令和元年度も5

病院にご協力いただきました。また全病院の見学終了後に、地域医療セミナーとし

て報告会を実施しました。報告会には、見学を受け入れてくださった医療機関の先

生方もいらっしゃり、発表内容へのコメントや見学日にあったエピソードなどにつ

いて発言いただきました。 

 

報告会ご参加の先生方 
          

 稲沢市民病院：久納孝夫 先生 

        安藤公隆 先生 

 津島市民病院：久冨充郎 先生 

（順不同） 

 

見学病院と見学グループメンバー 
 

渥美病院：鈴木紘平、安部瞭太郎 

稲沢市民病院：玉田雄大、増田綾香、谷口拓未 

海南病院：佐橋一輝、今来茜、井上理香子、吉岡暁子 

津島市民病院：安藤大貴、北原康太郎、宮田大樹、高見音宇 

豊田厚生病院：山田聡、若林唯、宮良紋奈、和田遊太 
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1-3．基礎医学セミナー（3年生後期） 

医学部3年生後期のカリキュラムの1つです。当講座では地域枠学生3名を受け入れ、約

半年間にわたり、研究、教育活動を行いました。  

医学部3年生全体の後期ガイダンス後に、当講座でのガイダンスを実施しました。地域

枠学生3人と研究指導にあたる教員3人が全員揃いました。互いに改めて自己紹介をし、こ

こから半年間についての意気込みを語りスタートしました。 

 

当講座では研究の基礎を学ぶため、専門の先生をお呼びしてセミナーを実施しています。 

 

令和元年度は 10 月に名古屋大学教育発達

科学研究科特任教授・名古屋大学名誉教

授の大谷尚先生をお迎えして、3日間かけ

てじっくりと「質的研究」について学び

ました。質的研究のためのプロトコル作

成や、SCAT を用いた質的データ分析を初

めて経験して、参加学生も悪戦苦闘して

いましたが、中には新たな才能を見出さ

れた学生もいました。 

 

またセミナー・ワークショップとは別

に講座内では数種類のミーティングを行

いました。毎週月曜日の全体リサーチミ

ーティングでは、教員と学生が全員集合

して研究の進捗状況の確認を行いました。

1人ずつ報告を行い、意見やアドバイスを

交換しました。これによって研究の質も

上がりました 

毎週金曜日は、ファカルティアワーと

ジャーナルクラブの時間でした。どちら

も週替わり担当制です。ファカルティア

ワーでは教員が、自身の研究について語

りました。場があたたまったところでジャ

ーナルクラブへと移ります。教員と学生が

研究に関連する論文を紹介しました。毎回、異なった話題が飛び出し、意見を交換するこ

とで、研究に対する意識も高まりました。 

プロトコルワークショップ 

プロトコルワークショップの様子 
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《スケジュール・指導体制のまとめ》 

開催月 名称 講師 

10 月 ガイダンス 全教員 

10 月 
質的研究のためのプロトコル作成

セミナー・ワークショップ 1 日 

名古屋大学教育発達科学研究科 

特任教授・名古屋大学名誉教授 

大谷 尚 先生 

10 月 
SCAT セミナー・ワークショップ 

全 2 日 

名古屋大学教育発達科学研究科 

特任教授・名古屋大学名誉教授 

大谷 尚 先生 

毎週月曜午後 リサーチミーティング 全教員 

隔週金曜午後 
ファカルティアワー 

（ミニレクチュア） 

担当教員 

＊ローテーション 

隔週金曜午後 ジャーナルクラブ 担当教員・学生 各 1 名 

12 月 第 1 回報告会 
名古屋大学老年内科 

教授 葛谷 雅文 先生・全教員 

1 月 第 2 回報告会 
名古屋大学老年内科 

教授 葛谷 雅文 先生・全教員 

2 月 学内抄録締切 
名古屋大学老年内科 

教授 葛谷 雅文 先生・全教員 

3 月 最終報告会 
名古屋大学老年内科 

教授 葛谷 雅文 先生・全教員 

3 月 基礎医学セミナー発表会* 
名古屋大学老年内科 

教授 葛谷 雅文 先生・全教員 

       *新型コロナウイルス肺炎の対応として、参加者は「発表者」、「審査員」、「運営

学生（２・３年生の担当者）」、「学務課事務員」のみで「無観客試合」として行

われた。 
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2019 年度 基礎医学セミナー発表会 

令和 2 年 3 月 10 日（火） 

 

《口頭発表》 

山田 聡 

医療者教育ワークショップ「糖尿病劇場」の医療者劇場スタッフに生じる学び 

－エンパワーメントに向けて－ 

 

佐橋 一輝 

外来実習と医療面接ピア・ロールプレイ実習を融合させた実習プログラムにおける、 

医師役学生の臨床推論への認知的不協和による影響に関する探索：質的研究  

 

 

《ポスター発表》 

安藤 大貴 

スコットランドと日本における介護支援に対する認知症家族介護者の認識 

 



 
学生抄録 
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1-4．国内外の学会発表（主に4年生） 

日本医学教育学会、AMEE（Association for Medical Education in Europe）、 

SAPC（Society for Academic Primary Care）等の学会発表を積極的にすすめていま

す。単に、愛知県、日本にとどまらず、グローバルな視点から、ローカルな問題に

対応できる、いわゆるグローカルな地域医療を提供できる医師養成をめざしていま

す。 

 

発表者 題目 学会名 開催日・会場 

今来 茜 総合診療科専攻医

における共感の認

識構造：質的探索

的研究 

第 10 回日本プラ

イマリ・ケア連

合学会学術大会 

5/17-19 

京都 

 

 

高見 音宇 Diabetes Distress 

Scale 日本語版の開

発と性能評価 

第 62 回日本糖尿

病学会学術集会 

5/23-25 

仙台 

玉田 雄大 「認知症の主介護

者のコーピング形

態の変化」に関す

る質的研究 

第 61 回日本老年

医学会学術集会 

6/6-8 

仙台 

 

若林 唯 日本とスコットラ

ンドの認知症ケア

に対する多職種連

携の在り方 

～看護師の語りに

よる質的分析～ 

第 61 回日本老年

医学会学術集会 

6/6-8 

仙台 

 

高見 音宇 Japanese Version 

of the Diabetes 

Distress Scale : 

Validation and 

Identification of 

Individuals at 

High Risk for 

Diabetes-Related 

Distress 

ADA 2019 

  

6/7-11 

San Francisco 
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今来 茜 GP trainees’ 

Conceptual 

Structure of 

Empathy : a 

qualitative study 

SAPC 2019 7/3-5 

Exeter 

玉田 雄大 The change 

strategies among 

Japanese family 

carers for people 

with dementia -A 

qualitative 

study- 

SAPC 2019 7/3-5 

Exeter 

 

若林 唯 A qualitative 

study of 

interprofessional 

collaborative 

practice in 

community based 

dementia care in 

Scotland and 

Japan 

-the nurse 

perspecitive- 

SAPC 2019 7/3-5 

Exeter 

 

浅井 遼太 A successful, 

enjoyable 

interprofessional 

education program  

for first-year 

healthcare 

students 

AMEE 2019 8/24-8/28 

Vienna 
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1-5．臨床実習Ⅱ 地域病院実習（6年生） 

臨床実習Ⅱ一期、二期各7週間のうち一方は、大学病院の診療科ではなく、県内の

地域の病院でクリニカルクラークシップを行うこととしています。具体的には、渥

美病院、海南病院、ＡＯＩ名古屋病院のいずれか1箇所で、7週間にわたり患者さん

を担当します。この実習前には、各病院の指導医、学生、教員が合同のワークショ

ップを開き、実習の目標、指導内容、評価法を共有すると共に、交流を深めます。

また、実習期間には、講座より教員が実際に病院を訪れて、患者のカルテチェッ

ク、ベッドサイドでの指導なども行っています。各病院に特徴的なプログラム（離

島実習、在宅実習、訪看ステーション同行など）も組まれており、将来の新しい地

域医療実践のための貴重な経験となっています。 

 

 

＜2019年実習病院と実習期間＞ 

 

（第一期） 

実習期間：2019年3月11日～2019年4月26日 

 

海南病院：小梶正人（老年内科、総合内科を中心としたクラークシップ） 

ＡＯＩ名古屋病院：清水絢子（内科を中心としたクラークシップ） 

渥美病院：髙木伯馬（内科を中心としたクラークシップ） 

 

（第二期） 

実習期間：2019年5月7日～2019年6月21日 

 

海南病院：加藤真由子（老年内科、総合内科を中心としたクラークシップ） 

ＡＯＩ名古屋病院：中村里香（内科を中心としたクラークシップ） 

渥美病院：社本賢昭（内科を中心としたクラークシップ） 

  



４. 活動報告
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活動概要 

令和元年度も、今まで継続されてきたカリキュラムを着実に遂行し、講座の教育活

動や研究活動を発展させていくことができました。卒前教育の従来からのカリキュラ

ムである 1 年生対象の医学入門においては、昨年度より引き続き名城大学薬学生と共

に行う多職種連携教育を行いました。3 年生対象の基礎医学セミナーでの研究におい

ても、教員と学生が相互に刺激を受け充実したものとなりました。その結果、教員も

学生も積極的に国内外の学会に参加し研究発表を行うことができました。また、令和

元年度地域医療確保修学生研修会の当番幹事を担当し、青山学院女子短期大学の直井

玲子先生や同志社女子大学の上田信行先生らを招いて”Playful Medicine”をテーマ

に実施することができました。卒後教育については、今年度も木曽川メディカルカン

ファレンスでの研修医勉強会が 3 回実施され、各病院から多くの研修医が参加して学

習と交流が深まりました。加えて、講座開設後 10 年を経過したことを機に、第一回

地域医療教育学講座同窓会を開催し、在学生、卒業生、関係教員等が集い近況報告及

び情報交換を行うことができました。そして例年と同様に、各教員が学内外で講義や

講演、ワークショップを行いました。 

 講座内の体制としては、岡崎研太郎講師、末松三奈講師、高橋徳幸助教、講座秘

書の松田敦子の前年度と同じメンバーで運営を行いました。 

前年度からの継続により更なる充実を図る事ができた１年でした。 
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1．主な活動 

当講座には継続して実施している活動が多くあります。その中で代表的な活動に

ついて紹介し、一部（◎印）は別に詳しく紹介します。その他の活動については一

覧にまとめましたので、ご確認ください。 

 

《卒前教育》 

 

患者中心の医療の実践を目指し、卒前教育では、多職種連携（医師・看護師・薬

剤師など診療に関わるスタッフが協働して患者のケアにあたること）についてのカ

リキュラムを多く取り入れています。 

 

臨床実習Ⅰ（ポリクリⅠ）                 医学部医学科5年生実習 

通称名は、ポリクリIPE（多職種連携教育）または、つるまい・名城IPEです。模

擬患者（SP）参加型の多職種連携教育実習を実施しました。令和年度は「糖尿病と

認知症」をテーマとして行いました。SPからの患者目線でのフィードバックが、大

きな気づきを学生に与えていました。SPとの面接で情報を引き出しながら、支援計

画や療養計画を作成しました。医学生、薬学生、看護学生がそれぞれの専門知識や

経験をもとに様々な提案をしていました。互いに意見を出し合いながら取り組むこ

とで、職種理解が進んだと考えられます。 

 

医薬入門～シネメデュケーション～  医学部医学科・名城大学薬学部1年生講義 

ボードゲームを使った多職種連携教育（iPEG）と映画を使った医学教育（シネメ

デュケーション）を行いました。令和元年度は、「ぼくとアールと彼女のさよなら

（アルフォソン・ゴメス＝レホン監督、2015年,アメリカ）」を鑑賞し議論しながら

グループごとに意見をまとめました。医療や人生観を学ぶ入口にもなっています。 

 

◎糖尿病教室IPE              医学生、薬学生、看護学生、栄養学生 

別ページで詳細を紹介します。 

 

基本的臨床技能実習（多職種連携教育）         医学部医学科4年生講義 

 多職種による協働を目指し、本実習では、多職種連携教育についての概要を学ん

だあと、実際の事例をもとに学生が多職種の役割を演じ、情報共有と療養計画作成

のためのグループワークを行いました。多職種の視点から得られた情報と役割を理

解し、チームで協働できることを目的としています。 
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地域医療学                       医学部医学科4年生講義 

外部の先生もお招きし、「地域医療学総論」「愛知県の地域医療」「地域医療現

場におけるProfessionalism」「地域医療におけるリハの役割と連携」「病診・病病

連携、各種連携医療」「多職種連携地域医療演習」などを通して、地域医療に関し

て幅広く学びました。 

 

特別講義IPE（地域におけるIPE）            医学部医学科4年生選択講義 

令和元年度は5学科の学生が参加したSP参加型実習となりました。前半はチームビ

ルディングやレクチャーを行い、後半は5学科混合チームでシナリオを元に症例検討

を行い、模擬患者（SP）との医療面接から情報収集をして患者中心型療養計画を作

成しました。ディスカッションを繰り返しながら、他職種の役割や視点の気づきを

得ることができ、多職種連携医療に必要なコミュニケーションを学びました。 

 

《卒後教育》 

 

名古屋大学附属病院研修医オリエンテーション 

研修医採用時の研修として、医療コミュニケーションに関連した講義・ワークシ

ョップを担当しています。医師・歯科医師として実際に患者診療に携わる立場とな

っての学習です。 

 

◎木曽川メディカルカンファレンス研修医勉強会 

別ページで詳細を紹介します。 

 

《学外講義》 別ページで詳細を紹介します。 

◎中津川プロジェクト （高大連携教育プログラム） 

 

◎豊かな人間形成のための 学びの杜・学術コース 

 （名古屋大学大学院教育発達科学研究科附属 高大接続研究センター） 
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1-1．糖尿病教室IPE 

「糖尿病教室IPE」は平成26年度からスタートした活動です。「糖尿病教室」は、

糖尿病患者が食事療法や運動療法、薬物療法などの情報について幅広く学べる場と

して病院などで実施されています。当講座で実施している「糖尿病教室IPE」は、こ

の糖尿病教室を多職種学生が企画・運営をし、振り返りをする活動です。令和元年

度は、医学生、薬学生、看護学生、栄養学生の皆さんと各学部教員とともに活動を

行いました。「糖尿病教室IPE」は、約1ヵ月に渡るIPEプログラムで、まずは10月に

準備のためのワークショップを行いました。参加者全員が集合し、3つの学部混合グ

ループに分かれてチームビルディング後に、グループごとに学生主体で企画を練り

ました。テーマの選択肢として「食事療法、運動療法、薬物療法、低血糖対処法、

合併症体験・予防」等をあげ、グループごとに指導教員が同席し、内容の確認を行

いました。 

ワークショップ後は、各グループでオンライン会議等を行いながら11 月の本番に

向けて準備を進めました。11月には、尾洲病院へ足を運び通院中の糖尿病患者の前

で糖尿病教室を実施しました。当日は尾洲病院の病院スタッフの皆さんにも同席し

見守っていただきました。以下に開催概要を報告します。 

 

 

令和元年度 開催概要 

 

日 時：10 月26 日（土） 9 時～15 時半  

準備ワークショップ（名大鶴舞キャンパス） 

    11 月16 日（土）12 時～ 17 時 

糖尿病教室（尾洲病院） 

 

参加者：学生 11名 

    医学生 1 名（名古屋大学医学部医学科） 

    薬学生 2 名（名城大学薬学部） 

    看護学生 4 名（名古屋大学医学部保健学科） 

    栄養学生 4 名（名古屋学芸大学管理栄養学部管理栄養学科） 

 

企画概要：患者参加型 
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グループ名 やきいも 

内 容 糖尿病予防に大

切な「運動療法」

と「食事療法」を

取り上げました。

まず、チューブを

使った簡単な筋力

トレーニングを皆

で一緒に行い、次

にコンビニで食事

を買う時の注意点

をクイズ形式で紹

介したりしました。 

 

グループ名 トラベルトラブル 

内 容  糖尿病患者が

地震などの災害

時に何を携帯し

ていたらいいの

か、クイズ形式

で紹介しまし

た。また災害時

に備えていただ

くように災害用

の DM カーﾄﾞを配

布しました。 
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令和元年度 糖尿病教室IPE 参加者集合写真 
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1-2．木曽川メディカルカンファレンス（KMC） 

従来の二次医療圏、県境などを超えた新たな枠組みで住民目線の生活医療圏を基盤とし

た研修医教育や連携を通じた地域医療の充実を目指す新たな試みが「木曽川メディカルカ

ンファレンス」です。木曽川河口域の生活医療圏を中心として臨床研修病院と当講座が協

力して活動しています。活動は平成22年度から続いており、現在は、いなべ総合病院、稲

沢市民病院、海南病院、桑名市総合医療センター、津島市民病院が参加しています。毎回

多くの研修医が参加し、新たな学びを得るとともに研修医同士の交流も盛んに行われてい

ます。また指導医同士も連携を深めています。 

 

 

 

令和元年度 木曽川メディカルカンファレンス 世話人会 

（活動報告・会計報告、次年度活動方針の決定） 他 

 

第1回 令和元 年6 月 16日（日）いなべ総合病院 

第2回 令和元 年9 月 20日（金）稲沢厚生病院 

第3回 令和2 年2 月  7日（金）桑名市総合医療センター 
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令和元年度 木曽川メディカルカンファレンス研修医勉強会 

 

 

（第1 回）  

2019年6月15日（土）、16日（日）  

三重北医療センターいなべ総合病院、   

青川峡キャンピングパーク 

第1 部 心エコーABC 

菰野厚生病院  

杉山 雅也 先生 他 

第2 部 バーベキュー交流会 

第3 部 総合診療医ドクターＧ 

    いなべ総合病院 総合内科 

    湯川 貴史 先生 

 

（第 2 回） 

2019 年 9 月 20 日（金） 

稲沢厚生病院 

テーマ：せん妄の対応 

講 師：稲沢厚生病院 

    河邊 眞好 先生  

    木下 貴文 先生 

 

 

（第3 回） 

2020年 2月 7日（金） 

桑名市総合医療センター 

テーマ：胸部レントゲン写真の読み方 

講 師：桑名市総合医療センター 理事長 

竹田 寛 先生 
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1-3．学びの社・学術コース 

名古屋大学大学院教育発達科学研究科附属高大接続研究センター主催で実施されている高

校生対象の講座です。名古屋大学の教員が中心となって授業をし、それぞれの学問分野に

ついて高校生に知の探究について体験してもらうことを目的とした学術的な講座です。 

 

令和元 年7月22日（月）13 時～16 時 

講 師：岡崎研太郎講師、末松三奈講師、高橋徳幸助教、 

クリニカルシミュレーションセンター 藤原道隆准教授 

テーマ：「チーム医療（多職種連携医療）について学ぶ」 

内 容：チーム医療ミニレクチャー、チーム医療クイズ（Jeopardy）、シミュレーション

機器体験、チーム医療ゲーム（iPEG） 

 

 

1-4．中津川プロジェクト 

「中津川プロジェクト」は高大連携教育プログラムとして実施されています。このプログ

ラムは、スーパーサイエンスハイスクール事業の一環として、名古屋大学教育学部附属協

議会の企画で、大学院教育発達科学研究科附属高大接続研究センターと共催しているもの

です。令和元年度は附属高校生他、愛知県内の高校生を対象に体験型の授業を行いました。 

 

令和元年8月7日（水）9 時～12 時 

講 師：岡崎研太郎講師、高橋徳幸助教 

テーマ：「ドクターGと一緒にチーム医療を体験しよう」 

内 容：チーム医療クイズ（Jeopardy）、聴診器や血圧計等を使用した模擬診察、チーム

医療ゲーム（iPEG） 
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2．学会活動 

令和元年度も当講座の学生と教員が国内外の様々な学会に参加し、研究成果を発表しま

した。ここでは、学生の発表を紹介させていただきます。 

 

第10回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 
5月17日～19日 京都 
 

発表者：今来 茜 

形 式：ポスター発表 

題 目：総合診療科専攻医における共感の認識構造 

：質的探索的研究 

(学生セッション 最優秀発表賞) 
 
 
第 62 回日本糖尿病学会学術集会 

5 月 23 日～25 日 仙台 

 

発表者：高見 音宇 

形 式：口頭発表 

題 目：Diabetes Distress Scale 日本語版の開発と性能評価 
 
 

第 61回日本老年医学会学術集会 

6 月 6 日～8日 仙台 

 

発表者：玉田 雄大                    

形 式：口頭発表 

題 目：「認知症の主介護者のコーピング形態の変化」に 

関する質的研究 

 

発表者：若林 唯 

形 式：口頭発表 

題 目：日本とスコットランドの認知症ケアに対する 

多職種連携の在り方 

    ～看護師の語りによる質的分析～ 
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ADA 2019（American Diabetes Association） 
6 月 7 日～11 日 San Francisco 

 

発表者：高見 音宇            

形 式：ポスター発表 

題 目：Japanese Version of the Diabetes Distress Scale : 

Validation and Identification of Individuals at 

High Risk for Diabetes-Related Distress 

 

 
SAPC 2019（Society for Academic Primary Care） 
7 月 3 日～5 日 Exeter 

 

発表者：今来 茜 

形 式：ポスター発表 

題 目：GP trainees’ Conceptual Structure of Empathy : a qualitative study 

 

発表者：玉田 雄大 

形 式：ポスター発表 

題 目：The change strategies among Japanese family carers 

for people with dementia -A qualitative study- 
 
発表者：若林 唯 

形 式：ポスター発表 

題  目： A qualitative study of interprofessional 

collaborative practice in community based dementia care in Scotland and 

Japan -the nurse perspecitive- 
 
 
AMEE2019（Association for Medical Education in 
Europe 2018） 
8 月 24 日～28 日 Vienna 

 

発表者：浅井 遼太 

形 式：ポスター発表 

題 目：A successful, enjoyable interprofessional 

        education program for first-year healthcare students 

 

 



 
第 10回日本プライマリ・ケア連合学会 研究発表 
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3．論 文 

令和元年度も積極的に論文を投稿しました。一部を紹介致します。 

 

 

掲載誌：医学教育 50（2），199-202  

題 名：多職種連携教育ゲーム（Interprofessional Education Game:iPEG）日本語版の開

発 

筆頭者：末松 三奈 

 

 

掲載誌：Diabetes Therapy 10，1823-1834 

題 名：Successful Healthcare Provider Strategies to Overcome Psychological Insulin 

Resistance in Japanese Patients with Type 2 Diabetes． 

筆頭者：岡崎 研太郎 

 

 

掲載誌：地域ケアリング 22（2），67-71 

題 名：認知症医療・介護における多職種連携に対する認識－日本とスコットランドの看

護師の語りによる質的分析― 

筆頭者：末松 三奈 

 

 

掲載誌：Education for Primary Care 31，66-70 

題 名：Social accountability across cultures, does the concept translate? An 

explorative discussion with primary care colleagues in Japan． 

筆頭者：Robin Ramsay 
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4．第一回名古屋大学大学院医学系研究科 

地域医療教育学講座同窓会・懇親会 

 
日時：2020 年 1 月 26 日日曜日 15 時-18 時 

場所：名古屋大学鶴舞キャンパス 鶴友会館 2階 会議室 

 

1. 出席者 

・同窓会・懇親会参加者 計 18 名 

地域医療教育学講座の先任教員・スタッフ 4 名 

地域医療教育学講座の現任教員・スタッフ 5 名 

卒業生（地域枠医師）6名 

地域枠学生 3 名 

・二次会参加者 計 16 名（内同窓会・懇親会参加者 5名を含む） 

地域医療教育学講座の先任教員 3 名 

地域医療教育学講座の現任教員・スタッフ 4 名 

卒業生（地域枠医師）5名 

地域枠学生 1 名 

関係者 3 名 

 

2. ご挨拶 

 開会にあたり、新旧お二人の教授から、ご挨拶をいただいた。まずは、

現地域医療教育学講座責任教授の、名古屋大学大学院医学系研究科 地域

在宅医療学・老年科学教授 葛谷雅文先生から、地域医療というキーワー

ドについて病院と地域の架け橋となるように、地域枠に期待している旨を

お話しいただいた。 

 さらに、先任教授の愛知淑徳大学健康医療科学部健康栄養学科教授 植

村和正先生から、名古屋大学大学院医学系研究科 地域医療教育学講座の

設立当初の経緯をご説明いただいた。厚生労働省の施策に基づき、愛知県

健康福祉部などの行政職員や名古屋市立大学の大学関係者と連携し、現在

の地域医療教育学講座の理念が作り上げられた。愛知県は、比較的交通網

が発達しており、アクセスは良いことも考慮し、community-based medicine

ではなく、community-oriented medicine と決定され現在に至っている。 
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3. 講演 

 地域医療教育学講座の先任講座長で、地域医療教育学講座の基盤を植村

教授とともに構築した功労者である、北海道美幌町立国民健康保険病院 

呼吸器内科の安井浩樹先生から、『アートとしての地域医療』というテーマ

でご講演いただいた。内容は、医学的情報だけでなく、社会的・個人的情

報を考慮した医学判断が地域医療現場で求められており、“正しい”判断を

するために必要なものは何かを参加者に問いかけた。さらに、国際的な視

野も含めて、日本の医療/社会保障システムの未来について“医師不足”先

進地域である北海道・オホーツク地方での実践を踏まえて解説していただ

いた。 

 

4. 参加者の近況報告と感想 

卒業生参加者からは、「地域医療に従事する医師を志す初心を思い出すと同

時に、community に資する医師を目指す事がいかに難しくそれだけに挑戦

しがいのある事かと再認識した」「このような機会があれば、ぜひまた開催

してほしい」などの意見があった。 

 

5. 閉会の挨拶 

地域医療教育学講座の現講座長 岡崎先生から、近年の地域医療教育学講

座の取り組み（2019 年度地域医療確保修学生研修会 春の交流会）を愛知

県の協力のもと当番幹事として開催し、“Playful Medicine”をテーマに実施

したことなどを動画を用いて紹介した。 

 

6. 二次会 

場所を移動し、鶴舞周辺のレストランにて、引き続き意見交換を行った。

当講座で地域枠医学生の教育にご尽力いただいている、AOI 名古屋病院長の

三島信彦先生、金城学院大学の網岡克雄先生、先任の地域医療教育学講座教

員で安井先生とともに地域医療教育学講座の礎を築いた愛知医科大学看護

学部臨床実践看護学教授の阿部恵子先生、CBC ラジオ健康ライブラリーを

初め医療情報を発信していただいている後藤克幸氏が加わり、新旧交えた活

発な意見交換を行った。 

以上 
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美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

2020 1.26
名古屋大学地域医療教育学講座同窓会

アートとしての地域医療
Community-oriented medicine as Art

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

安井浩樹 美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

名大地域医療教育学講座が目
指す学生のアウトカム

 名大医学部の（地域枠）学生は、大都
市から人口過疎地や離島まで様々な生
活態様を抱える愛知県の全住民が安心
して暮らすために、必要なヘルスケア
を提供できる医師となる。

 将来においては、愛知県での経験を生
かして、全国どの地域社会・医療機関
であっても、その状況が求めるヘルス
ケアを提供できる者（site-oriented 
healthcare provider）となる。

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

北海道は北の端？

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

北海道での気づき

氷点下は意外と寒くない
距離感の違い
新聞、テレビ、ラジオチャンネルが
名古屋と似ている。

（cf. ドラゴンズとファイターズ、グランパスとコン
サドーレ等）

北方領土（問題）が身近
おおらかそうだが、こだわりもあり
言葉が通じる!

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

本日お話しすること

1. 地域における多職種連携医療
2. 地域医療の未来と課題
3. アートとしての地域医療

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

美幌町立国民健康保険病院

 病床数：一般病床９９床
（10：１急性期）

 平均在院日数：16日

 病院群輪番制病院、
救急告示病院

 常勤医師：１０名→6名
（内科、循環器内科、呼吸器内科、総合
診療科、外科、整形外科、泌尿器科、小
児科、婦人科）

 非常勤医師：
（脳神経外科、眼科、麻酔科）

（近隣人口）
美幌町：約2万人
大空町：約7千人
津別町：約5千人
北見市：約12万人
網走市：約４万人
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美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

美幌国保病院の特徴と課題
 ２病棟、９９床の小さな病院
 にもかかわらず、地域中核病院に近い医療体
制、医療安全、感染対策が求められている

 意外に設備は、よいかも!?
 職種間の垣根が低い!?（←それなりに問題
はあり）

 街（市街地）が、コンパクトであり、役場、
保健センター、自衛隊、地元産業等の結びつ
きがつよい（eg.健康診断など）

 標榜診療科が多い?
 地域住民・行政の専門医志向やポリファーマ
シー?

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

♪私の一週間♪
月 火 水 木 金

午前 在宅訪問診療
嚥下内視鏡

外来 外来 外来

午後 外来 外来 特養訪問診療
ICTラウンド

6分間歩行試験
リハカンファ

各種処置
（CVC、胃瘻
交換、胸腔穿
刺、トロッ
カー、気管切
開等）
気管支鏡

夜 バドミントン
その他:自衛隊診療、介護保険審査会、産業医業務、産業
医面談、学校医…
当直 4~5回/月、透析当番…

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

美幌町立国保病院に求められる医療
〜呼吸器内科５年計画〜

 平成29年度 呼吸リハビリパス体制構築

 平成30年度 在宅/緩和医療提供体制

 平成31年度 気管支鏡検査体制構築

 平成32年度 地域における禁煙支援体制構築

 平成33年度 5年計画総括

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

多職種連携医療の取り組み

呼吸リハビリパスとチーム
緩和・がんリハチーム
地域ケア会議（行政、福祉、医療）
 ENISHING BIHORO

気管支鏡チーム（on going)

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

美幌国保の呼吸リハビリ（16日間）
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美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

チーム医療の原則

自分の専門領域を通して他の専門職と協同する

１）仲が良い

２）指摘する勇気をもつ

３）専門領域間のすき間をうめる

４）知識で人を傷つけない

５）あなたと私がいるから１＋１＞２
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美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

今後の美幌での取り組み
北大病院、東京医大病院、札幌北辰
病院、松阪市民病院から、地域医療
研修の受け入れ

特定行為研修指定施設の取得
理学療法士、栄養士等の充実
在宅医療の充実
町民への情報発信・アウトリーチ
行政、議会との連携
オホーツク地域との連携

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

本日お話しすること

1. 地域における多職種連携医療
2. 地域医療の未来と課題
3. アートとしての地域医療

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

我が国の人口の推移
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位推計」
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15 美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

https://www.mlit.go.jp/common/000135837.pdf

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

突きつけられた課題！？

未だ経験したことのない急激な医療環境・ニーズそ
して社会の変化に、我々（医学、看護、医療人教育
等）は対応できているであろうか？

対応できているとしてそのペースは充分か？

発想や思考の深さや広さは充分か？

こんなに変わっ
ているのに…！

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

Q.医師、看護師、医療費が多ければ多
いほど、よい医療が提供されるか?
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Figure 6 

The Lancet 2017 390, 1521-1538DOI: (10.1016/S0140-6736(17)31544-1) 

Copyright © 2017 The Author(s). Published by Elsevier Ltd. This is an Open Access article under the CC 
BY-NC-ND 4.0 license Terms and Conditions

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

今後の地域医療体制の変化
 遠隔診療、AI等の技術導入
→AIで対応できない部分とは?
 ワークシェアリング、タスクシフティ
ング（かかりつけ薬剤師、特定行為看
護師等）

 薬中心の医療から、リハビリ、栄養、
心理、アートなど多様なリソースを用
いた医療

…が必要

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

Aberdeen, Scotland

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

英国における医療改革の歴史
～揺りかごから墓場まで～
 1948年 NHS（National Health Service)発足

 経済的課題、病院、クリニック、保健機関の連携不足等

 1979年 サッチャー政権
 コスト削減圧力、医療の発展、スタッフ数増加、病院から地域へのシフト、低モラル、入院
まち

 1991年 NHSトラストの設立
 競争原理による質の改善→ほぼ失敗
 GPの流出、女性医師増加等によるGP不足（特にスコットランド）

 2000年～ ブレア政権によるNHS改革 プラン
-（財源の手当、制度改革、医療分化改革）

 2001年 ブリストル王立小児病院事件、 Harold 
Shipman事件等

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

Kincardine Community Hospital-
Stonehaven

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

Kincardine Community Hospital 
Stonehaven
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美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

NHS SCOTLAND PROJECT FACT FILE 

 These beds are managed by local GPs 
supported by hospital staff. 

 This service covers acute medical care, post-
operative rehabilitation, convalescence and 
palliative/terminal care. 

 All nurses working within this department have 
undergone minor injuries training which allows 
them to deal with a large range of presenting 
conditions, thereby reducing GP workload and 
reducing patient waiting times.

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

スコットランドの保健医療から学ぶ

 住民参加 (Patient Public Involvement)

 地域志向 (Community-Oriented/ Local 
Involvement Networks)

 情報開示 (Community Health Profiles)

 多職種協働(Interprofessional work)

 医療人教育（Healthcare education）
 地域政府（Local Government))

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

「情報化組織」（P.F.ドラッカー）
と未来の組織
 今から20年後には、大企業や政府機関など、今日の典型的な

大組織では、経営管理者の階層は半分以下に、経営管理者の
数は三分の一以下になる。

 おそらく組織の構造やマネジメントの問題は、病院、大学、
オーケストラなど、今日の経営管理者や学者が関心を持って
いないような社会的機関の組織や、問題と似たものになって
いる。（「新しい現実」１９８９）

 情報化組織では、中間管理職は単なる情報のブースターに過
ぎないので、中間管理職の階層の多くは不要となり、組織は
よりフラットになる。

 情報化組織では、ミドルマネジメントの不要化とトップダウ
ンでない自律的な責任（プロフェッショナル）によるコミュ
ニケーションに基づく組織、そして、強いリーダーシップが
必要。

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

オーケストラ～未来の組織

 専門家集団による、フラットな組織
 個々の楽器（役割）が自律的に演奏

し、総体としての音楽がつくられる。
 “全く音を出さない“指揮者のビジョ

ンとリーダーシップが、それを可能
にする。

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

 「今後トップの仕事は今後ますます多様化
し、私が知るかぎりもっとも複雑な仕事、
すなわちオペラの総監督仕事に似たものに
なる。スターがいる。命令はできない。共
演の歌手が大勢いて、オーケストラがいる。
裏方がいる。そして聴衆がいる。すべて異
質の人達である。しかし、総監督には楽譜
がある。みなが同じ楽譜をもっている。そ
の楽譜を使い、最高の結果を出す。トップ
が取り組むべき仕事ゴアこれである。

「ネクスト・ソサエティ 2002 P.Fドラッカー」

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

未来の医師の役割とは
 地域における医師の役割は、コミュニ

ケーション能力とリーダーシップに
よって、地域の医療、介護、福祉関係
者、行政、政治家…住民を、マネジメ
ントして、“最大幸福”を実現させるこ
とかもしれない。

 指揮者が音を出さないように、かなら
すしも、“医師”の仕事は、狭義の“医
療”そのものではなくなる可能性がある。

では、最大幸福は誰が、どのように定義するのか？
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美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

本日お話しすること

1. 地域における多職種連携医療
2. 地域医療の未来と課題
3. アートとしての地域医療

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

Hospital de Sant Pau
（Barcelona, Montaner)

“芸術は人を癒す”

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

VUCAの時代

 V: Volatility（変動）
 U: Uncertainty（不確実）
 C: Complexity（複雑）
 A: Ambiguity（曖昧）

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

VUCA時代に何故アートが必要か?

1. 論理的・理性的な情報処理スキルの限界
2. 世界中の市場が「自己実現的消費」へとむ
かいつつある

3. システムの変化にルールの制定が追いつか
ない状況が発生

山口周 世界のエリートはなぜ「美意識」を鍛えるのか？経営
における「アート」と「サイエンス」 光文社新書, ２０１７

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

医療に必要な
Art, Science and Practice

Art

PracticeScience

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

アカウンタビリティの格差

Art

PracticeScience

• 正しい判断には、美意識が必要
• アートをサイエンスとプラクティスがささえる
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美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

星の王子様より

Le plus 
important est 
invisible

大切なものは、
目に見えない。

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

医師にとって
Art, Science, and Practiceとは

 Art
音楽、映画、小説、アート、建築、
歴史、宗教、哲学、異文化体験等

 Science:
研究、大学院進学、研究留学、学
会／論文発表等

 Practice

病院/診療所勤務（臨床研修）

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

未来の医師の役割

医療チームのリーダーとして…

悩む力 annoyed

耐える力（何もしない力）bear

創造（創造）する力 create

決断する力 decide

癒やす力 ease

動かす力 facilitate

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

医療人の使命

１．治るべき病気を治るようにする

治る病気をふやす

２．知識と技能を尽くしても治らない病気になっ
た人が希望を持つことができる

３．良き後輩を育てる

40

知識・技能

態度・人生観

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

人生の目的
（万人に共通する目的が少なくとも３つある）

１．自分に潜在する能力をできるだけ引き出す

２．他の人と好ましい人間関係を作る

３．他の人の人生に意味のある貢献をする

Tony Devine, Joon Ho Seuk, Andrew Wilson:

Cultivating Heart and CharacterーEducating for Life`s 
Most Essential Goals, 1975

日本語訳：「人格教育」のすすめ（上野久雄訳）（株）コスモトゥーワン

上記１～３、一部改訳、中島

美幌町立国民健康保険病院 呼吸器内科

（参考文献）

山口周 世界のエリートはなぜ「美意識」を鍛えるのか？経営
における「アート」と「サイエンス」 光文社新書, 2017

山岸淳子 ドラッカーとオーケストラの組織論 PHP新書, 2013

P.F.ドラッカー 非営利組織の経営 ダイヤモンド社, 1991

武内和久・竹之下泰史 公平・無料・国営を貫く英国の医療改
革
集英社新書，2009

ご清聴ありがとうございました
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令和元年度 活動の記録 

卒前教育 

開催日 詳細区分 名  称 担当教員 対象者 

4 月 5 日 講義/実習 地域枠オリエンテーション 岡崎、末松、

高橋 

地域枠 1年生 

通年 

（全 17 回） 

臨床実習 ポリクリⅠ つるまい・名城 IPE

（多職種連携教育）：糖尿病・認

知症ケアにおける IPE 

岡崎、末松、

高橋 

医学部 5年生 

3月14日他 

（計 12 回） 

講義/実習 ポリクリⅡ地域実践指導(渥美

病院、海南病院、名古屋逓信病院） 

岡崎、末松、

高橋 

地域枠 6年生 

5月13日他 

（計 5回） 

講義/実習 地域医療セミナー 岡崎、末松、

高橋 

地域枠 1年生 

～4年生 

後期 

(10 月～3 月) 

講義/実習 基礎医学セミナー（研究室配属） 岡崎、末松、

高橋 

地域枠 3年生 

10 月 9 日 

10 月 16 日 

講義/実習 医薬入門～シネメデュケーショ

ン 

岡崎、末松、

高橋 

医学部 1年生 

名城大学 

薬学部 1年生 

11 月 8 日 

11 月 11 日 

講義/実習 基本的臨床技能実習 

（多職種連携教育） 

岡崎、末松 医学部 4年生 

10 月 26 日 

11 月 16 日 

ワークショ

ップ 

糖尿病教室 IPE（本番：尾洲病院） 末松 医療系学生 

栄養学生 

10 月 29 日

他（計 7回） 

講義/実習 地域医療学 岡崎、末松 医学部 4年生 

12 月 9 日 

12 月 10 日 

講義/実習 特別選択講義：死の教育 高橋 医学部 4年生 

12 月 11 日 講義/実習 特別選択講義：地域における IPE 岡崎、末松、

高橋 

医療系学生 

福祉系学生 

通年 

（18 回） 

演習 チュートリアル教育 岡崎、末松、

高橋 

医学部 4年生 

月例 

（計 11 回） 

会議 学部教育委員会 岡崎  
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卒後教育 

開催日 詳細区分 名  称 担当教員 対象者 

4 月 8 日 講演会 名大病院研修医 

オリエンテーション 

高橋 医科、 

歯科研修医 

薬剤レジデント 

6月15日他 

（計 3回） 

WS 主催 地域生活医療圏を基盤とした臨

床研修支援事業木曽川メディカ

ルカンファレンス研修医勉強会 

岡崎、末松、 

高橋 

研修医 

 

講演・セミナー 

開催日 詳細区分 名  称 担当教員 対象者 

4 月 6 日 講演 患者さんのこころに寄り添うイ

ンスリン治療ワークショップ 

岡崎 医療関係者 

5 月 23 日 講演 第 62回日本糖尿病学会年次学術

集会 

岡崎 医療関係者 

7 月 10 日 講演 インスリンＷＥＢストリーミン

グ講演会 

岡崎 医療関係者 

7 月 19 日 講演 第 120 回大幸ライフトピア連携

研究会 保健学セミナー 

高橋 大学院生、学部

生、教員、医療

従事者 

7 月 27 日 講演 第 19回紀泉糖尿病ネットワーク

談話会 

岡崎 医療関係者 

7 月 31 日 講演 犬山糖尿病スタッフセミナー 岡崎 医療関係者 

9 月 4 日 講演 北空知多職種連携セミナー 岡崎 医療関係者 

9 月 18 日 講演 インスリン療法セミナー2019 岡崎 医療関係者 

10 月 17 日 講演 第 17回糖尿病の診療と連携を考

える会 

岡崎 医療関係者 

10 月 20 日 講演 第 13 回日本薬局学会学術総会 岡崎 医療関係者 

11 月 16 日 講演 患者さんのこころに寄り添うイ

ンスリン治療ワークショップ 

岡崎 医療関係者 

11 月 30 日 講演 第 14 回医療の質・安全学会 

学術集会 

岡崎 医療関係者 

1 月 18 日 講演 第 32 回インスリン治療研究会 岡崎 医療関係者 

2 月 2 日 講演 糖尿病医療学研究会in松山2020

モーニングセミナー 

岡崎 医療関係者 

2 月 5 日 講演 インスリン web ストリーミング

講演会 

岡崎 医療関係者 
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講義 

開催日 詳細区分 名  称 担当教員 対象者 

4 月 25 日 講義 リハ医学 末松 理学療法生 

7 月 22 日 講義／実習 高大接続研究センター 

学びの杜・学術コース 

岡崎、末松、 

高橋 

高校生 

8 月 6 日 講義／実習 高大連携事業中津川プロジェクト 岡崎、高橋 高校生 

11 月 29 日 講義 日本福祉大学合同ゼミナール 高橋 日本福祉大学

学生 

 

その他 

開催日 詳細区分 名  称 担当教員 対象者 

9 月 11 日 

2 月 12 日 

会議 なごや IPE ネットワーク会議 岡崎、末松、 

高橋 

IPE 担当教員 

随時 ＷＳ ＳＰトレーニング 末松 SP 

随時 ラジオ制作

協力 

ＣＢＣ健康ライブラリー 

連携企画会議 

岡崎  

 



 



5. 業績記録
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論文・発表等 業績一覧 

（令和元年度） 

論文 

1．末松三奈，阿部恵子，安井浩樹，朴賢貞，高橋徳幸，岡崎研太郎．多職種

連携教育ゲーム（Interprofessional Education Game:iPEG）日本語版の開

発．医学教育 50（2），199-202 

 

２．Kentaro Okazaki, Tomotaka Shingaki, Zhihong Cai, Magaly Perez-

Nieves, Lawrence Fisher．Successful Healthcare Provider Strategies 

to Overcome Psychological Insulin Resistance in Japanese Patients 

with Type 2 Diabetes．Diabetes Therapy.10，1823-1834，2019  

 

３．末松三奈，若林唯，高橋徳幸，岡崎研太郎，半谷眞七子，渕田英津子，阿

部恵子，鈴木裕介，葛谷雅文．認知症医療・介護における多職種連携に対

する認識－日本とスコットランドの看護師の語りによる質的分析―．地域

ケアリング 22（2），67-71 

 
４．Robin Ramsay, Maham Stanyon & Noryiuki Takahashi． 

Social accountability across cultures, does theconcept translate? An 

explorative discussion withprimary care colleagues in Japan．Education 

for Primary Care.31，66-70，2020 

 

５．Heather Stuckey, Lawrence Fisher, William H Polonsky, Danielle 

Hessler, Frank J Snoek, Tricia S Tang, Norbert Hermanns, Xavier 

Mundet-Tuduri, Maria Elizabeth Rossi da Silva, Jackie Sturt, Kentaro 

Okazaki, Dachuang Cao, Irene Hadjiyianni, Jasmina I Ivanova, Urvi 

Desai, Magaly Perez-Nieves. Key factors for overcoming psychological 

insulin resistance: an examination of patient perspectives through 

content analysis. BMJ Open Diabetes Research ＆ Care. 7（1），e000723, 

2019  
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６．William H. Polonsky, Lawrence Fisher, DanielleHessler, Heather 

Stuckey, Frank J. Snoek, TriciaTang, Norbert Hermanns, Xavier Mundet, 

Maria Silva, Jackie Sturt, Kentaro Okazaki, Irene Hadjiyianni, 

Dachuang Cao, Jasmina Ivanova, Urvi Desai, Magaly Perez-Nieves. 

Identifying solutions to psychological insulin resistance: 

An international study. Journal of Diabetes and Its Complications. 

33(299)307-314 

 

７．Takaharu Matsuhisa, Noriyuki Takahashi, Masato Nakaguro, Motoki 

Sato, Eri Inoue, Shiho Teshigawara, Yukihiro Ozawa, Takeshi Kondo, 

Shigeo Nakamura, Juichi Sato, and Nobutaro Ban．Fatal case of 

TAFRO syndrome associated with over-immunosuppression: a case 

report and review of the literature．Nagoya Journal of Medical 

Science 81 (3), 519 

 

 

学会発表 

 
１．今来茜、高橋徳幸、當山萌香、青松棟吉、末松三奈、岡崎研太郎、伴信太郎、

葛谷雅文．総合診療科専攻医における共感の認識構造：質的探索的研究．第

10 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会（2019.5.京都） 

 

２．高見音宇、岡崎研太郎、高橋徳幸、末松三奈．Diabetes Distress Scale 日

本語版の開発と性能評価．第 62 回日本糖尿病学会学術集会（2019.5.仙台） 

 

３．末松三奈、高橋 徳幸、岡崎 研太郎、吉見 陽、半谷 眞七子、野田 幸裕、

渕田 英津子、葛谷 雅文．認知機能低下を伴う糖尿病療養に対する模擬患者

（ＳＰ）参加型多職種連携教育（ＩＰＥ）．第 62 回日本糖尿病学会年次学術

集会（2019.5.仙台） 

 

４．玉田雄大、末松三奈、高橋徳幸、岡崎研太郎、半谷眞七子、渕田英津子、鈴

木裕介、葛谷雅文．認知症の主介護者のコーピング形態の変化に関する質的

研究．第 61 回日本老年医学会学術集会（2019.6.仙台） 
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５．若林唯、末松三奈、高橋徳幸、岡崎研太郎、半谷眞七子、渕田英津子、鈴木

裕介、葛谷雅文．日本とスコットランドの認知症ケアに対する多職種連携の

在り方～看護師の語りによる質的分析～．第 61 回日本老年医学会学術集会

（2019.6.仙台）  

 
６．Nene Takami, Kentaro Okazaki, Wataru Ohashi, Noriyuki Takahashi, Mina 

Suematsu. Japanese Version of the Diabetes Distress Scale : 

Validation and Identification of Individuals at High Risk for 

Diabetes-Related Distress．ADA 2019（2019.6. San Francisco） 

 

７. Akane Imaki, Noriyuki Takahashi, Moeka Toyama, Muneyoshi Aomatsu, 
Mina Suematsu, Kentaro Okazaki, Nobutaro Ban, Masafumi Kuzuya. GP 

trainees’ Conceptual Structure of Empathy: a qualitative study. SAPC 

2019（2019.7.Exeter） 

 
８．Yudai Tamada, Mina Suematsu, Noriyuki Takahashi, Kentaro Okazaki,    

Etsuko Fuchita, Manako Hanya, Keiko Abe, Masafumi Kuzuya, Morag 

McFadyen, Sundari Joseph, Lesley Diack. The change in coping 

strategies among Japanese family carers for people with dementia - 

A qualitative study．SAPC 2019（2019.7.Exeter） 

 

９. Yui Wakabayashi, Mina Suematsu, Noriyuki Takahashi, Kentaro 

Okazaki, Etsuko Fuchita, Manako Hanya, Keiko Abe, MasafumiKuzuya, 

Morag McFadyen, SundariJoseph, Lesley Diack．A qualitative study  

of interprofessional collaborative practice (IPCP)in community 

based dementia care in Scotland and Japan– the nurse perspective–．

SAPC 2019（2019.7.Exeter） 

 

10. Mina Suematsu, Noriyuki Takahashi，Kentaro Okazaki, Etsuko 

Fuchita， Kenichi Okumura，Manako Hanya, Keiko Yamauchi, Keiko 

Abe, Masafumi Kuzuya. Effectiveness of an “interprofessional 

diabetes education program”using a collaborative learning system 

in the web campus on. SAPC 2019（2019.7.Exeter） 

 

11．末松 三奈、浅井 遼太、半谷 眞七子、渕田 英津子、高橋 徳幸、岡崎 研

太郎、大橋 渉、葛谷 雅文．１年次における医・薬合同多職種連携教育プ

ログラムの効果．第51回日本医学教育学会大会（2019.7.京都） 
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12．Ryota Asai, Mina Suematsu, Kentaro Okazaki, Noriyuki Takahashi, 

Wataru Ohashi, Masafumi Kuzuya. A successful,enjoyable 

interprofessional education program for first-year healthcare 

students. AMEE 2019(2019.8 Vienna) 

 

13．Kentaro Okazaki. Impact of Drama-based Educational Programme, 

Diabetes Theater, on Healthcare Professionals’Attitudes toward 

Patient Centred Care. AMEE 2019(2019.8 Vienna) 

 

14. Mina Suematsu. A patient involvement programme toward 

interprofessional approach in fourth year medical students     

before clinical training. AMEE 2019(2019.8 Vienna) 

 

15．蓮行、岡崎研太郎．演劇で考える、これからの共生社会．第6回認知症フ

レンドリー・ジャパンサミット、（2019.8.京都） 

 

16. 井上真智子、柴田惇朗、阿部路子、井上ルミ子、岡崎研太郎、渡邉奈穂、

大石達起、西井桃子、市川歩、蓮行．認知症高齢者を含む多世代演劇ワー

クショップ実践に関する研究－ワークショップ講師の観点から－．みんな

の認知症情報学会 第2回年次大会．（2019.9.神奈川） 

     

17. 岡崎研太郎. 糖尿病劇場から学んだこと：コミュニケーション能力とエン

パワーメント～多職種連携へのヒント～．第13回日本薬局学会学術総会

（2019.10.兵庫） 

 

 

受  賞 

 
１．今来茜，高橋徳幸, 當山萌香, 青松棟吉, 末松三奈, 岡崎研太郎,  

伴信太郎, 葛谷雅文「学生セッション（ポスター） 最優秀発表賞」 

  第10回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会（2019.5.京都） 

 

２．高橋徳幸「Journal of General and Family Medicine Reviewer Award」 

   一般社団法人 日本プライマリ・ケア連合学会（2019.5.19） 
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